
第１回 NITS 大賞（平成 29 年度）エントリーシート 
大分大学教育学部附属小学校 B-11

【活動名】 スクラップ＆スリムによる学校の多忙化改善 
解決すべき課題： 
・早朝から深夜に及ぶ長時間勤務。長時間の職員会議・研修・多い学校行事・土日祝日の勤務等により疲弊した教員。
・業務量が多いため，一つ一つの提案を精査する時間もなく，なんとか前年と同じ内容をこなす前例踏襲になっていた。
・勤務年数の長い教員が，短い教員へ指導する仕組（年次制）が伝統的にあり，校長の学校経営方針をスピード感を持って進める校内組織がなかった。
・外部民間教育団体事務局を６つもかかえ，本来の業務以外の仕事が大量にあった。
・公立学校のモデルとなっていない独自の校内研修。
・県教育委員会との人事交流の停滞。  等々
目的や背景： 

改革前は，多量の業務をかかえ教員は心身共に疲弊した状態であり，その噂から人事交流も滞る状態であった。そのような中，大分大学は第 2 期中期
計画で「地域密着型」を選択した。そして，大分県教育委員会と連携を深め，附属学校園は大分県公立学校のモデルとなることを決めた。具体的には，各
教科・領域の学習課題解決モデル・生徒指導を基盤とした学校経営モデル・主任制度を活用した学校経営モデル・スクラップ＆スリムによる業務の見直しモデ
ルを示すことである。そのような背景の中で，平成 27 年度より本格的に業務の改善を行ってきた。
活動内容： 
◯基本方針 スクラップ＆スリムによって教員本来の業務に集中する

・勤務時刻の上限下限を設定（7:00 より早く登庁しない・遅くとも 19:00 には退庁する・土日祝日は勤務しない）。タイムカードによる管理。
・行事は前例踏襲せず本来の目的に沿ったスリムな行事とし，行事終了後には総括を行い来年度への方向性を出しておく。（例）３～６年生の 2 泊 3
日の宿泊体験を 1 泊 2 日へ・3 年生を廃止。5 年生で 3 泊していた修学旅行を 6 年生で 2 泊へ。3 年生以上の家庭訪問は 3 者面談へ変更。等

・毎日の日記指導をやめ，国語科の中での作文指導を充実させる。
・公開研究会をやめ各種セミナーを開催している。分厚い研究紀要は作らない。
・外部民間教育団体事務局の辞退。  等々  （参考資料１：スクラップ＆スリムの観点）

◯スクラップ＆スリムを支える組織作り 主任制度を生かした組織作り
・校長・教頭の下に管理部を統括する主幹教諭・指導部を統括する指導教諭を置き，各種主任に責任と権限を与え，チームとして業務を行うようにした。
（参考資料２）

・職員会議を廃止し，毎日の経営会議（校長・教頭・主幹教諭・指導教諭），月 2 回の運営委員会（経営会議メンバーと各種主任で構成）で審議
する。その間，若手教員は学級の仕事ができている。

・主幹教諭と各種主任で構成するワーキンググループ会議で，ミドルリーダーを中心に学校の課題について話し合いを持ち，必要に応じて経営会議へ報告
する。

・年次制の廃止。   等々
活動の成果： 
子どもへ接する時間が増えた 
・業務のスクラップ＆スリムによって，教員の子どもに接する時間が増えた。子どもの様子を学級や休み時間の運動場などで見取ることが増え，子どもの細かい
変化に気づくようになり，後の指導に役に立っている。例として給食指導がある。給食指導に時間をかけられるようになり，食事のマナーや残食率に改善が
見られる。（参考資料３）

学校の重点目標に集中できるようになった 
・重点目標「グローバル人材の育成」に向け，外国語活動や総合的な学習の時間に学校全体として取り組んでいる。それに向け研修の時間を確保できるよ
うになり，また，職員間での相談や打ち合わせが勤務時間内でできるようになった。重点目標を達成するための全ての活動の土台となる生活指導、特に共
感的人間関係の育成に全職員で徹底して取り組み、学校生活全体に活気と温かさが満ち溢れていった。（あいさつ・履物そろえ・無言掃除・フリートーク等
の取組）（参考資料５・６）

教員に笑顔が増えた 
・業務のスクラップ＆スリムによって，教員の疲弊感がなくなった。職員室で笑顔で打ち合わせをしている姿が見られるようになった。

アピールポイント（アイディア）：
業務改善は子どもの姿となって表れた 

過去のやり方にとらわれず，ゼロベースで教育活動全般を見直し，重点目標に集中しそれ以外の活動は思い切ってスクラップ＆スリムした。3 年間でのスク
ラップ＆スリムは 50 項目以上にのぼる。これまで続いてきた活動や業務を削るのは難しいことだが，校長のリーダーシップのもと思い切って削減した。その成果
は学力の向上（参考資料４），最後までがんばる姿，自己肯定感の向上等子どもたちの姿として表れている。また，保護者や地域の方等の声からも業
務改善が子どものためになっていることがわかる。（参考資料５・６）

教員が元気になった 
業務改善は教員の健康を守り，子どもへ明るく接する基盤となっている。教員と子どもたちが明るく元気に活動している姿は教育の本質の一つを表してい

る。 
エビデンスをとっている   改善の成果をアンケートや聞き取りなどのエビデンスをもとに検証している。（参考資料３～６） 
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（資料３） 残食率の改善                                 （資料４） 学力の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料５）重点的取組への保護者の声 （資料６）重点的取組への地域の方等の声 
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